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本研究の目的は､実空間を遠隔地間で共有するためのMRシステムを構築することである｡

具体的には､現場にいるユ-ザと遠隔地にいるコンサルタントの間をインタ-ネットで接

続し､現場のユ-ザには現実空間に遠隔地の仮想空間を重畳し､遠隔地のコンサルタントに

は現場の実映像に遠隔地の仮想空間が重畳された環境を提示し､スム-ズな協調作業を実行

するために必要な技術を開発しようというものである｡

バ-チヤルリアリテイ技術の発達は､コンピュ-タ内部にバ-チヤル空間を構築して､複

数のユ-ザがコミュニケ-ション可能なシステムを提案することを可能にしている｡しかし､

このようなシステムは､シミュレ-シヨンやゲ-ムなどごく限られたバ-チヤル空間の共有

に限られていたため､現実的な間題の解決に利用されるシステムを構築することは難しかっ

た｡本論文は､この技術的課題に挑戦した先端情報科学研究であり､以下の7章からなる｡

まず､第1章では､情報の共有とバ-チヤルリアリテイ技術について概説し､第2章では､

空間共有の研究を概観している｡

また､第3章では､実空間共有塑NRシステムの構成技術について記述し､第4章では､ MR

のための空間管理手法として､ -貫性制御を可能とする複製一選択プロトコルの提案と評価

実験を実施するなど､本論文の主要部を論じている｡

さらに､第5章では､協調作業として実空間モデリング手法が提案され､実時間3次元空

間計測の要素技術とその評価実験が試みされている｡第6章では､本論文の仝般的な考察事

項が列挙され､第7章では本論文をまとめている｡
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(論文審査結呆の要旨)

本論文は､自分自身を遠隔地に転送して､物理的に離れたところにいるユ-ザとコンサ

ルタントとの協調作業を可能にする情報転送装置､いわゆるバ-チヤルテレポ-トシステム

の実現を目標とする先端的情報科学の研究分野を開発するものである｡

仮想現実感技術､拡張現実感技術､拡張仮想現実技術､複合現実感技術､没入型情報環境

提示技術､ウェアラブルコンピュ-タ技術､情報ネットワ-ク技術など幅広い情報科学研究

を融合した本論文の成呆は､以下の諸点に要約される｡

まず､実空間共有型MRを実現する第-の要素技術として複製一選択プロトコルを捷案し､

複数のユ-ザが協調作業を実施する上で発生するオブジェクト操作の競合間題を解決した｡

また､実空間共有塑MRを実現する第二の要素技術として､作業空間となるユ-ザの実空間

を遠隔地と共有するために必要な実空間モデ)ング手法としてのポンチ3Dシステムを提案

し､検証実験により有用性を実証した｡

以上述べたように､本論文は､今後増大することが確実視されている知的支援のための情

報パ-トナ-に不可欠な､新しいタイプの情報提示環境の開発と利用に必要な画像処理技術

を提案し､開発した試作システムの性能を検証した実証研究である｡これらの研究成呆は､

学会論文誌1件､査読付国際学会4件として公表され､短期海外研究(フインランド:オ-

ル大学)の実績などを鑑みると､ユビキタス社会の情報パ-トナ-の開発研究という新しい

分野を開拓する上で､学術面での貢献は大きいと認めることができる｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


